
 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

前橋テルサの9階「つつじの間」にて、6月 16日（火）10時から、県連

女性協議会第 16 回定期総会が開催されました。県内生協から 49 名の方に

出席をいただき、第 1

号議案の2008年度まと

めの件と第 2 号議案の

2009 年度方針の件につ

いて、承認をいただき

ました。今年度も 2008

年度に引き続き、生協

が地域に根ざす市民組

織として果たす役割を

考え、誰もが安心して

暮らせる豊かな社会に

つながるよう、共同参

画の視点から、学習や交流、情報の提供などに取り組んでいきます。 

総会終了後のアトラクションでは、桐生市で広く活動をされている「マ

ンドリンクラブ ボニータ」（15 名の方々）の皆さんによる演奏会が約 50

分行われました。マンドリンの優雅な音色で「竹田の子守唄」や「ドナウ

河の漣（さざなみ）」など 8 曲、アンコールを含め計 10 曲を演奏していた

だきました。 

 

女性協総会に参加して 

女性協総会への出席は今回で２回目になります。去年初めて参加したときは

あまりわからず出席していましたが、２回目になると女性協の活動報告などを

聞き、食の安全や環境問題への積極的な取組みがわかってきました。毎年感じ

るのはとても勢いのある「林かの子会長」の挨拶（右写真）です。群馬名物「か

かあ天下」、女性は強さばかり言われがちですが、本当はしっかり自分の意思を

もち、言葉にして伝えていく女性のことだと思います。女性協はそんな女性の

思いが形になっているのだなと思いました。男性では気づけない女性ならではの視点で、この不景

気と食の安全問題、それに環境問題に取り組んでいって欲しいと思いました。親子で参加企画の食
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育教育なども楽しみです。 

後半のマンドリンクラブ「ボニータ」の演奏会では、同じよつ葉生協理事の岡部恭子さんも演奏

者側にいました（写真右から5人目）。マンドリンの音を生演奏で聞くのが初めてだったのですが、

とても気持ちの良い響きの音でリラックスできました。途中で『夏の思い出』を参加者で合唱した

り、おもちゃのラッパやタンバリンなどを入れた演奏を聞いたり、遊び心も忘れない音楽を楽しむ

姿勢が素敵でした。何事も楽しむことの大切さを教わりました。 

女性協定期総会に出席して 

 食の問題、環境問題、消費者問題等１年の経過報告を受けてきめ細やかな活動内容を感じました。

２００９年度は社会保障問題を取り上げる報告を受けて、女性の視点から、鋭く掘り下げていただ

きたいと思いました。 

格差がますます広がりくらしにくい世の中になっています。特別決議の訴えに共感しました。（特

に女性は子育てから介護まで携わっている比率が高いのでより強く感じます。） 

第２部のマンドリン演奏では、演歌の「みだれ髪」では塩谷岬の

情景が浮かび、クラシックの「ドナウ河の漣」は貴婦人になりすま

しワルツを踊っているかのような気分になりました。14 人のコン

ビネーションは勿論ですが、練習と努力の成果が感動を生むのでし

ょうか。桐生のコンサート会場に行ってみたいと思いました。 

毎年素敵な企画をありがとうございます。来年も期待しています。 

 

 

 

 

「情勢をとらえながら、男女共同参画の精神にそって活動されていることに敬意を表します。」

と、参加者のアンケートに書かれていました。共同参画の精神（視点）にそって組合員活動・地域

活動を豊かに組み立てていくことはとても大変なことですが、女性協メンバーは各生協の中で中心

になって頑張っています。そのことを組合員さんがちゃんと見てくれていることにとても励まされ

ました。 

総会の参加回数をみると、初めて参加した人は前々回が６割、前回が5割でしたが今年は２割で

した。８割の人が２回以上の参加とあって、昨年との比較で感想を書いてくれた人が目立った気が

します。また、機関紙「風」を知らない人は２年間で26％から7％に減りました。読んだことがあ

る人は11％も増えています。女性協の取り組みが会員生協のなかに浸透してきたことがうかがえま

す。今年度の方針にある学習会や活動交流、研修会などに期待を寄せる声もたくさん書かれていま

した。アンケートに目を通すと、期待にこたえ、「がんばろう」という気持ちが生まれます。 

総会アトラクションの「マンドリンクラブボニータ」の演奏会はすべての参加者に喜んでいただ

けました。 

 



 

 

 
 

日本生協連では『誰もが気持ちよく安心して暮らせる社会』を目ざし、男女共同参画の

視点を重視した活動の推進と、人材の育成・事業体の確立を進めてきました。 

県連女性協では学習や交流を重ね、県内生協での取り組みの具体化を呼びかけて来まし

た。今回、2009年度の取り組みを考えるため県内生協の共同参画の取り組み状況について

アンケート調査を実施しました。 

14 生協の内 12 生協より回答をいただきました。おいそがしい中協力していただきあり

がとうございました。 

アンケートでは2008年度において職員分野・組合員活動分野の取り組みで進んだことや

不足したこと、2009年度方針などについて具体的に聞かせていただきました。 

まず、促進のための行動計画を持つのは4生協だけでした。 

職員分野職員分野職員分野職員分野のののの取取取取りりりり組組組組みではみではみではみでは    

①ノー残業デーの実施 ②ヘルプラインの設置 ③パワハラ・セクハラ研修 ④キャリア開

発 ⑤法令遵守 ⑥カムバックナース ⑦男性職員の育休取得 ⑧夜勤回数の制限 などほと

んどの生協で具体的な取り組みが記されています。 

組合員活動分野組合員活動分野組合員活動分野組合員活動分野ではではではでは    

①子育てひろばの開設 ②親子や家族で参加出来る企画 ③託児付き企画 ④子ども班会 

⑤たすけあいなど、いくつかの生協で回答がありました。 

不足不足不足不足しているとしているとしているとしていると感感感感じたじたじたじた事事事事ではではではでは    

職員分野では ①意識改革 ②学習不足 ③残業削減出来ない ④方針を持てない ⑤話し合

う場がない 

組合員活動分野では ①男性が参加出来る企画が少ない ②共同参画を位置づけていない 

③方針を持ってない、などがありました。 

まとめてみると、組合員活動分野での取り組みがまったく不十分である事がよくわかり

ました。 

今、働き方の変化や、経済の厳しさなど、くらしや地域が大きく変わっています。 

能力を十分発揮しイキイキと働ける職場づくりが重要であると同時に、新しい活動の組

み立てや運営の出来るリーダー育成、地域の担い手、政策立案への参画、社会的発言が出

来る組合員が育つ場としても生協は大きな役割を持つと考えます。 

2009200920092009 年度方針年度方針年度方針年度方針をををを見見見見るとるとるとると    

①くらしを考える場 ②地域を支えるための組織運営を考える ③方針決定に女性の参加

拡大を具体化する ④ワークライフバランスの学習 ⑤学習の場を広げる などが記されて

ありますが、組合員も参加し、生協全体で取り組みを進める事が重要であると考えます。 

女性協ではアンケート結果を運営委員会で共有し、県内生協での取組みに反映させたい

と思います。 

ご協力ありがとうございました。 

（県連女性協議会 会長 林 かの子） 



 

 

 

 

パルシステム群馬では、くらしテ

ーマグループ主催で母の日、父の日

イベントとして“お母さんのフラワ

ーアレンジメント教室＋お父さんと

カレーを作ろう！”が６月６日（土）

前橋プラザ元気 21 にて開催されま

した。当日は８組の親子が参加して、

お父さんと子供、お母さんと子供等

家族が２つの部屋に分かれてそれぞ

れのイベントに参加しました。最後にお父さんたちが作ったカ

レーを家族みんなでいただき、お母さん方にも好評のおいしい

カレーが出来上がりました。 
                        （情報提供：パルシステム群馬） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

玄米ご飯 かるく茶わん 4杯 

お好み焼きの粉  200ｇ 

水        270cc 

（粉の分量＋70～80cc） 

卵        2個 

かつおぶし   小さじ 2杯 

小ねぎ      2本 

キャベツ   大葉なら 2枚 

ハム 

干しえび 

青のり、マヨネーズ、ソースは

適宜 

油        適宜 

 

などお好みでどうぞ 

お母さんチームのフラワーア

レンジメント、きれいに仕上

がりました。 

家族みんなでお父さんチー

ムの作ったカレーを食べまし

た。 


